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馬主

論

我
山
ず
園
現
在
の
イ
ン
フ

レ
ー
レ
ョ

ン
の
特
質

島

昌

太

耳B

個圃

我
が
現
政
府
は
も
歳
入
不
足
Jg
相
ふ
仁
め
仁
、
日
以
債
を
後
析
し
、

そ
れ
を
E
本
銀
桁
を
し
て
↑
子
に
引
受
け
し

め
、
ぞ
れ
に
よ
っ
て
歳
出
の
支
排
を
す
る
こ
と
に
し
て
居
る
。
従
っ
て
、
世
間
で
は
、

そ
の
結
果
と
し
て
、

通
貨

が
膨
脹
す
る
で
あ
ら
う
と
見
て
、
こ
れ
を
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
政
策
、
と
言
っ
て
居
る
。

日
本
銀
行
は
、
か
く
て
引
受
げ
た
る
会
債
を
、
引
績
き
手
持
ち
に
す
る
の
で
は
な
〈
、
市
中
金
融
界
の
需
め
に

臆
じ
て
、
な
る
べ
く
、
こ
の
引
受
公
債
や
猿
て
か
ら
所
有
の
会
債
、
大
蔵
省
謹
券
、
米
穀
誼
券
な

E
を
責
放
っ
て
、

そ
の
会
債
引
受
能
力
の
飴
裕
を
多
か
ら
し
め
ん
こ
と
に
努
め
て
居
る
。
そ
れ
故
に
、
こ
れ
は
、
謂
は
ゆ
弓

?
1
ケ

ツ
ト
・
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
と
言
は
れ
て
居
る
。
併
し
、
こ
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
オ
ペ
レ

I
ジ
ョ
ン
の
結
果
は
、

通
貨
の
牧
縮
を
惹
き
起
す
こ
と
〉
な
る
。
卸
ち
デ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

政
府
と
中
央
銀
行
と
は
、
金
融
政
策
の
上
よ
り
言
へ
ば
、
同
一
瞳
た
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
も
の
が
、

我
が
回
現
在
白
イ
ン
フ
レ

l

v
ヨ

y
白
特
質

第
三
十
七
巻

五
五
拘
第
一
波

五
五



我
が
園
現
在
の
イ
ン
フ
レ
1
U
ヨ
ン
白
特
質

第
三
十
七
巻

五
六

第
一
披

瓦
大

同
時
に
、
異
る
金
融
政
策
を
と
り
得
る
・
も
の
で
は
な
い
。

政
策
を
行
ひ
、
日
本
銀
行
が
他
方
に
於
て
デ
フ

V
1
シ
ョ
シ
政
策
を
行
っ
て
居
つ
で
も
、

そ
れ
故
に
、
.
政
府
が
一
方
に
於
て
イ
シ
プ

V
1
シヨ
y

そ
れ
は
金
融
政
策
と
し

て
相
反
す
る
や
り
方
を
し
て
居
る
の
で
は
な
〈
、
後
者
を
以
て
前
者
を
調
節
す
る
所
の
、
統
一
的
な
る
政
策
を
相

援
け
て
、
や
っ
て
居
る
の
で
あ
る
。
す
な
は
ち
、
我
が
闘
に
於
て
今
日
行
は
れ
て
居
る
政
策
は
、
イ
ン
プ
レ

1
シ

ョ
ン
政
策
と
、

そ
し
て
そ
の
結
果
ぞ
調
節
す
る
た
め
の
デ

y
v
1
ν
z
y
政
策
と
、

同
時

の

が
蹴
Lノ〈

行

は
れ
て
居
る
も
の
で
、
こ
れ
や
こ
つ
の
政
策

E
認
め
て
名
付
く
る
な
ら
ば
、
正
に
、
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策
と
言
ふ
べ
き
も
の
で
あ
る
。

政
府
の
イ
ン
フ

V
1
シ
ヨ
ン
政
策
の
結
果
、
ぜ
調
節
す
る
に
め
に
、

日
本
銀
行
が
オ
ベ
レ

1
シ
ョ
ン
を
な
し
、

守、.

の
イ
ン
・
デ
ア

V
1
ジ
ヨ
ン
政
策
を
有
放
な
ら
し
か
る
に
は
、
低
金
利
政
策
が
必
要
で
あ
る
。

ぞ
れ
故
に
、
政
府

と
日
本
銀
行
と
が
相
呼
臆
し
て
低
金
利
政
策
を
も
行
ふ
て
居
る
。

在
は
、
こ
の
小
篇
に
於
て
、
こ
れ
ら
の
諸
政
策
が
我
が
金
融
界
に
及
ぼ
せ
る
影
響
を
調
査
し
て
見
ゃ
う
と
思
ふ

の
で
あ
る
。

ー
ー

一
万
来
、
イ
ン

y
v
1
ジ
ョ
ン
を
惹
き
起
す
所
の
正
型
的
方
法
た
る
も
の
は
、
不
換
紙
幣
の
後
行
で
あ
る
。

世
間
で
は
、
こ
れ
を
財
政
イ
シ
プ

V
1
ジ
ヨ
シ
と
韓
し
、

財
政
的
支
出
以
外
に
も
イ
ン
フ
レ

1
シ
ヨ
ン
を
惹
き

起
す
も
の
が
あ
る
が
如
き
言
葉
の
使
ひ
方
を
す
る
も
の
も
あ
る
け
れ
ど
も
、
厳
格
に
吟
味
す
れ
ば
、
イ
ン
ア

v
l



ジ
ョ
ン
テ
-
惹
き
起
す
も
の
は
、
財
政
的
支
出
よ
り
外
に
は
な
い
。

私
の
解
す
る
所
に
よ
れ
ば
、
艦
持
率
上
の
意
味

に
於
て
イ
ン
プ
レ
ー
し
V

ヨ
シ
と
い
ふ
も
の
は
、

嘗
て
通
ぺ
た
る
如
〈
、
通
貨
が
、
注
ぎ
込
み
的
に
経
済
界
へ
放
出

せ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
十
る
所
の
通
貨
膨
脹
の
扶
態
で
あ
る
ω
換
言
す
れ
ば
、
経
梼
界
の
賓
際
商
取
引
が
需

要
す
る
分
量
以
上
に
、
政
府
が
引
績
き
通
貨
を
放
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
十
る
通
貨
膨
脹
の
状
態
で
あ
る
。
従

っ
て
.
イ
ン
ヌ
レ

l
シ
ョ
ン
に
は
、
そ
れ
の
結
果
と
し
て
、
物
債
の
騰
貴
が
起
る
。

か
の
金
融
イ
ン
フ
レ

1
u
V
ヨ
ン
と
い
ふ
言
葉
は
、

け
れ
ど
色
、
低
金
利
は
必
や
し
も
通
貨
の
膨
脹
を
惹
き
起
す
も
の
で
は
な
く
、
ま
に
、
ぞ
れ
が
通
貨
の
膨
脹
を
窓

低
金
利
政
策
に
よ
る
通
貨
の
膨
脹
を
珠
想
す
る
も
の
で
あ
る

生
四
割

b
J
C
E
M
'ピ
つ
同
日
W
凡

3
M
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M
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主
a
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l
p
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世
間
の
貫
際
商
取
引
が
需
要
す
£
範
園
内
ド
於
付
4
0
膨
脹
で
み
勺
て
も

そ
れ
を

超
え
て
膨
脹
す
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
か
b
、
か
く
の
如
き
を
イ
ン
フ
レ

1
ジ
ヨ
ン
と
言
ふ
こ
と
は
出
来
な
い
。

殊
に
、
買
際
商
取
引
の
需
要
す
忍
範
圏
内
に
於
て
、
そ
の
需
要
に
適
合
し
て
通
貨
が
膨
脹
す
る
限
り
、
物
債
の
騰

貴
を
結
果
し
な
い
。

こ
れ
は
恐
ら
く
は
、
震
替
相
場
の
下

落
に
よ
石
物
債
騰
貴
の
こ
と
を
い
ふ
の
で
あ
ら
う
。
併
し
、
こ
の
場
合
に
は
、
物
慣
騰
貴
が
原
因
と
な
っ
て
、
通

ま
た
、
世
間
で
は
、
潟
替
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
い
ふ
こ
と
を
も
言
ふ
。

貨
の
膨
脹
を
呼
ぴ
起
す
こ
と
が
め
っ
て
も
‘
矯
替
相
場
の
下
落
が
通
貨
膨
脹
ぞ
惹
き
起
し
て
、
ぞ
れ
に
よ
っ
て
物

債
が
騰
貴
す
る
と
い
ふ
こ
と
〉
は
な
ら
な
い
。
卸
ち
、
こ
の
場
合
に
は
賓
際
の
商
取
引
の
需
要
が
、
通
貨
の
膨
脹

を
呼
ぴ
起
す
の
で
あ
る
。
故
に
、
こ
の
場
合
に
色
、

イ
シ
プ
レ

1
ジ
ョ
ン
と
率
問
上
に
於
て
い
は
る
〉
事
貰
は
存

我
が
園
現
在
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
特
質

第

就

五
七

第
三
十
七
巻

五
七
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我
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フ
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五
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在
し
な
い
。

要
す
る
に
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
る
も
の
は
、

政
府
が
、
そ
の
財
政
上
の
需
要
を
充
す
た
め
に
、
通
貨
を
作

出
し
て
、
経
漕
界
に
放
出
す
る
に
よ
っ
て
起
る
も
の
で
あ
る
。
ぞ
の
方
法
と
し
て
、
正
型
な
る
も
の
は
、
不
換
紙

幣
の
議
行
で
あ
る
。
併
し
、
法
律
上
、
形
式
上
、
不
換
紙
幣
で
な
く
と
も
、
貫
質
上
に
於
て
不
換
紙
幣
た
る
も
の

〉
後
行
を
以
て
、
若
し
く
は
、
そ
の
後
行
を
根
抵
と
す
る
頂
金
通
貨
を
以
て
、
政
府
炉
支
梯
佐
な
す
と

F
は
、
イ

ン
プ
レ
ー
ジ
ョ
ン
を
惹
き
起
す
。

併
し
、
不
換
紙
幣
の
後
行
と
い
ふ
正
型
的
方
法
を
以
て
す
る
イ
ン
ア

V
1
シ
ヨ
ン
は
、

正
型
の
イ
ン
ア

v
l
ν

ヨ
ン
で
あ
り
、

形
式
上
で
は
不
換
紙
幣
で
な
い
も
の
を
手
段
と
し
て
の
イ
ン
フ
レ

1
シ
ヨ
ン
は
、

ぞ
れ
が
正
型
の

方
法
に
よ
る
・
も
の
で
は
な
い
だ
け
、

イ
ン
プ
レ

1
シ
ヨ
ン
の
起
る
鰹
路
世
び
に
そ
の
蹴
鵡
に
於
て
も
、
正
型
の
イ

Y
7
v
l
ジヨ

Y
と
趣
き
を
異
に
す
る
所
が
あ
る
。

我
一
か
園
今
日
の
イ
ン
フ
レ

1
ジ
ョ
ン
は
、
名
買
共
に
不
換
紙
幣
七
る
も
の
を
緩
行
す
る
こ
と
を
以
て
す
る
の
で

は
な
く
、
党
換
の
停
止
せ
ら
れ
た
る
党
換
銀
行
券
ヤ
暴
行
す
る
権
能
を
も
っ
所
の
日
本
銀
行
を
し
て
、

一
手
に
会

債
を
引
受
け
し
め
て
、
政
府
炉
、
ぞ
れ
を
引
き
営
て
に
、
財
政
的
支
梯
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
は
れ
て
居
る
の

で
あ
る
。

こ
の
方
法
は
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
惹
き
起
す
所
の

E
型
の
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ

だ
け
、
か
の
濁
逸
が
戦
後
に
行
っ
た
イ
ン
フ
レ

1
ショ

γ
と
は
異
る
所
が
あ
る
。



我
一
か
闘
は
、
歳
出
に
劃
す
る
歳
入
不
足
を
補
ふ
た
め
に
、
昭
和
七
年
度
強
穿
に
於
て
は
、
七
億
八
千
武
百
高
固

の
新
規
公
債
の
後
行
を
決
定
し
、
昭
和
七
年
十
一
月
一
一
十
五
日
に
二
億
園
、
昭
和
八
年
一
月
二
十
一
日
に
二
億
園
、

三
月
三
十
日
に
三
億
萱
千
五
百
高
圏
、
合
計
七
億
宣
千
五
百
高
固
を
、

い
づ
れ
も
日
本
銀
行
の
網
額
引
受
に
で
、

四
分
五
厘
公
債
と
し
て
愛
行
し
た
。
従
っ
て
、
昭
和
八
年
四
月
末
、
現
在
の
内
閣
債
纏
額
は
、
五
十
六
億
八
千
高

固
と
な
り
、
前
年
同
期
の
在
高
に
比
鞍
す
れ
ば
九
億
六
千
五
百
高
圃
の
増
加
と
な
り
、
内
外
債
綿
計
は
七
十
億
七

千
高
固
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

昭
和
八
年
度
珠
算
に
於
て
は
、
新
規
公
債
泌
慣
行
諜
定
額
は
、

一
般
舎
計
に
於
て
八
億
九
千
五
百
高
岡
が
計
上
せ

、，

l

、

』

l
t
特
別
命
日
計
の
分
台
合
算
?
れ
ぱ
、

九
九
払

l
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↓
両
日
H
-
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5
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J
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f
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E
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i
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l
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モ

-
z
J
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凡
そ
l

寸
借

園
の
公
債
が
後
行
せ
ら
れ
る
珠
定
で
あ
る
。

昭
和
七
年
度
分
の
円
公
債
は
、
障
に
後
行
持
み
で
あ
り
、
八
年
度
の
分
は
、
全
部
が
未
接
行
で
あ
る
か
ら
、
今
日

以
後
明
年
三
月
中
ま
で
に
、
順
究
、
十
億
闘
の
公
債
が
議
行
せ
ら
れ
る
筈
で
あ
る
。
こ
の
今
日
以
後
に
後
行
せ
ら

れ
る
十
億
固
の
公
債
が
、
我
山
か
金
融
昇
誼
ぴ
に
一
一
般
経
済
界
に
、
如
何
な
る
影
響
を
及
ぽ
す
か
は
、
昨
七
牛
度
に

後
行
せ
ら
れ
た
る
七
億
一
千
五
百
高
固
の
公
債
が
、
如
何
な
る
影
響
を
及
ぼ
し
た
る
か
そ
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

こ
の
益
債
の
中
央
銀
行
一
手
引
受
け
と
い
ふ
方
法
に
よ
る
イ
ン
フ
レ

1
シ
ヨ
ン
と
、

不
換
紙
幣
の
義
行
と
い
ふ

正
型
の
方
法
に
よ
る
イ
ン
フ
レ

1
シ
ヨ
ン
と
を
比
較
す
る
に
、

不
換
紙
幣
の
場
合
に
は
、
そ
の
後
行
と
同
時
に
直

接
に
通
貨
を
膨
脹
せ
し
め
る
け
れ
ど
も
、
会
債
の
中
央
銀
行
引
受
け
の
場
合
に
は
、
そ
の
後
行
誼
ぴ
に
引
受
け
と

我
が
周
現
在
白
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
特
質

第
三
十
七
巻

ま五

九

第

披

五
九



我
が
園
現
在
の
イ
ン
フ
レ
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シ
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白
特
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第
三
十
七
巻

同
時
に
、
通
貨
を
膨
脹
せ
し
む
る
も
の
で
は
な
く
、
失
項
に
遁
ぷ
る
や
う
な
段
階
を
経
て
膨
脹
す
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
前
者
に
あ
っ
て
は
、
不
換
紙
幣
と
い
ふ
一
種
の
現
金
に
て
通
貨
が
膨
脹
し
、
か
〈
て
一
旦
膨
脹
し
た
る
現

金
通
貨
が
、
銀
行
に
預
入
れ
ら
れ
る
な
ら
ば
、
そ
の
と
き
に
現
金
通
貨
の
牧
縮
、
預
金
通
貨
の
膨
脹
と
な
る
の
で

あ
る
が
、
不
換
紙
幣
の
増
後
の
場
合
に
は
、
貨
幣
慎
値
の
暴
落
を
来
す
の
で
あ
る
か
ら
、
事
買
上
に
於
て
は
、
預

金
通
貨
の
膨
脹
は
あ
ま
り
起
ら
争
、

現
金
通
貨
の
み
が
膨
腸
す
る
。
然
る
に
、
後
者
に
あ
っ
て
は
、
政
府
の
支
抑

ぽ
、
現
金
伝
以
「
」
ぜ
戸
つ
れ
る
の
で
は
な
く
、
中
央
銀
行
の
公
開
引
受
け
に
よ
っ

J

生
じ
た
る
政
府
部
合
含
引
志
位

て
に
振
出
さ
る
〉
小
切
手
を
以
て
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
受
取
人
は
、
こ
れ
を
取
引
銀
行
に
預
入
れ
る
。
故

に
、
後
者
の
場
合
に
あ
り
で
は
、
先
づ
預
金
通
貨
が
、
政
府
の
支
梯
ひ
と
同
時
に
膨
脹
す
る
。
そ
し
て
こ
の
民
間

の
預
金
が
、
現
金
に
て
引
出
き
る
〉
場
合
に
、
現
金
通
貨
、
我
が
闘
の
今
日
に
て
は
、
売
換
の
停
止
せ
ら
れ
た
る

党
換
券
の
膨
脹
と
な
る
の
で
あ
る
。

-
究
に
、
不
換
紙
幣
に
よ
っ
て
生
や
る
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
場
合
に
は
、
膨
脹
し
た
る
通
貨
を
牧
縮
す
る
の
方

法
一
か
貫
際
上
に
は
存
在
し
な
い
。
何
と
な
れ
ば
、
こ
れ
ぞ
肱
縮
す
る
に
は
る
債
を
接
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で

あ
る
が
、
不
換
紙
幣
の
培
愛
に
よ
っ
て
、
甚
だ
し
き
貨
幣
債
値
の
下
落
し
た
る
場
合
に
、
公
債
の
膳
募
者
を
見
付

け
る
こ
と
は
至
難
だ
か
ら
で
あ
る
。
故
に
、
こ
の
場
合
に
は
結
局
濁
逸
が
や
っ
た
や
う
に
、
一
兆
マ

Y
ク
を
一
?

U
Y

ク
と
す
る
と
い
ふ
や
う
な
、
貨
幣
名
目
の
切
下
げ
を
す
る
の
外
な
き
こ
左
〉
な
る
。
然
る
に
、
会
債
の
中
央
銀

行
引
受
け
の
方
法
に
よ
る
イ
ン
プ

v
l
v
ョ
ン
の
場
合
に
あ
り
で
は
、

公
債
は
最
初
に
後
行
せ
ら
れ
て
居
り
、
預



金
通
貨
が
先
づ
膨
脹
し
て
、
後
に
現
金
通
貨
の
膨
脹
と
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
銀
行
の
遅
貨
が
増
加
し
金
利
低
落

一
旦
、
中
央
銀
行
が
一
手
に
引
受
け
た
る
公
債
に
脅
し
で
も
、
そ
れ
を
買
受
け
る
希
望
が
民
間

銀
行
に
生
宇
る
こ
と
h

な
り
、
中
央
銀
行
は
そ
の
需
め
に
膳
じ
て
こ
れ
を
頁
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
通
貨
の
牧
縮

の
傾
向
が
起
り
、

を
行
ふ
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

剖
ち
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
調
節
の
た
め
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
ふ
こ
と
が

可
能
な
の
で
あ
る
。

不
換
紙
幣
を
以
て
す
る
イ
ン
ア

V
1
シ
ヨ
ン
の
場
合
主
、

中
央
銀
行
の
公
債
一
手
引
受
け
の
方
法
に
よ
る
イ
ン

プ
レ

l
シ
ヨ
ン
と
は
、

か
く
の
如
く
趣
訴
訟
回
却
に
す
名
所
が
め
る
の
で
め
る
が
、
然
ら
ぱ
、
我
一
か
囲
い
か
今
日
ゃ
っ

て
居
る
や
う
な
、
後
者
の
方
法
に
よ
る
場
合
に
は
、

換
言
す
れ
ば
、
日
本
銀
行
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、

Y
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完
全
に
イ
ン
フ
レ

1
シ
ョ
ン
の
調
節
が
出
来
、

通
貨

膨
脹
は
起
ら
宇
し
て
樺
む
か
?

今
年
度
に
於
て
凡
そ
十
億
圃
の
会
債
が
日
本
銀
行
の
引
受
け
に
よ
っ
て
義
行
せ
ら
れ
ん
と
す
る
今
日
、

こ
れ
は
、

我
が
金
融
現
象
に
閥
心
を
も
つ
も
の
に
と
っ
て
、

一
つ
の
重
要
な
る
問
題
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
を
明
か

に
す
る
が
た
め
に
は
、
こ
の
方
法
に
よ
る
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
如
何
な
る
経
路
、

如
何
な
る
段
階
を
通
っ
て

通
貨
の
膨
脹
と
な
る
か
と
い
ふ
、
そ
の
筋
道
を
閑
明
し
て
置
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。

四

我
が
園
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
・
嘗
て
詳
し
〈
遁
べ
た
る
が
如
〈

J
F

突
の
四
段
の
艦
路
を
鰹
て
起
る
も
の
で

我
が
圃
現
在
の
イ
ン
ア
レ

1
シ
ヨ
ン
の
特
質

第
三
十
七
巻

第

貌

ムノ、

ムノ、

木誌第36巻第E君主拙稿「二つりインフレ号 ..〆ヨ:，'J及び前掲拙著第73頁以下1) 



我
が
園
現
在
の
イ
シ
フ
レ

l

y
ヨ
ン
白
特
質

第
三
十
七
巻

ム

ノ、

第

披

ム
ノ、

め
る
。一

、
公
債
の
後
行
!
l
i
日
本
銀
行
の
引
受
|
|
政
府
預
金
の
増
加

二
、
政
府
支
梯
小
切
手
の
振
出
1
|
市
中
銀
行
の
預
金
増
加
!
|
|
手
形
交
換
の
増
加

|
i日
本
銀
行
に
於
げ
る

一
般
(
民
間
)
預
金
の
増
加
(
若
し
〈
は
民
間
貸
出
金
の
減
少
)
|
|
政
府
預
金
の
減
少

一
二
、
企
業
問
の
文
榔
|
|
手
形
交
換
の
増
加
|
|
営
座
口
振
替
の
増
加

司
、
奉
令
市
町
、
寄
り
た
弗
1
1
1
L
H
b
'
設
す
り
詮
喪
主
主
或

LMY--ー良一
7
ェ
η戸
砕
百
貨

R
U
v
t
i
'
s
q
A
t
J
i
J
〈
』
二
ιa』

Z

，F
F
2
3
3
3
〈
ノ
二
4
当

2
t
-
l
I
品
U
a
F

，q"が

d
q
z
i
J
f
k
E
Z
一〉

E

簡
軍
に
之
を
詑
明
す
れ
ば
、
我
が
園
に
於
て
は
、
前
述
の
如
〈
、
政
府
が
不
換
紙
幣
の
後
行
と
い
ふ
方
訟
を
と

る
の
で
な
い
か
ら
、
通
貨
の
創
造
に
よ
っ
て
支
掛
を
す
る
の
で
は
な
い
。
そ
の
形
式
は
、
第
一
段
に
於
て
は
日
本

銀
行
よ
り
借
受
〈
る
方
法
を
と
る
の
で
あ
る
。
公
債
の
費
行
、
日
本
銀
行
の
引
受
け
が
即
ち
そ
れ
で
あ
る
。
併
し

政
府
は
こ
の
日
本
銀
行
が
引
受
け
に
る
公
債
に
劃
し
て
、
現
金
、
卸
ち
今
日
に
於
て
は
、
党
換
の
停
止
せ
ら
れ
た

る
発
換
銀
行
券
|
|
以
下
略
し
て
、
車
に
、
銀
行
券
と
い
ふ
ー
ー
を
受
取
る
の
で
は
な
い
。
日
本
銀
行
の
引
受
け

た
益
債
に
封
す
る
政
府
の
手
取
金
は
、
こ
れ
を
一
躍
ぞ
の
ま
〉
、
政
府
営
座
預
金
と
し
て
日
本
銀
行
に
預
け
て
置

〈
の
で
あ
る
。
故
に
、
公
債
の
後
行
は
、
ぞ
の
ま
冶
日
本
銀
行
に
於
げ
る
政
府
営
座
預
金
の
増
加
と
な
る
。

第
二
段
に
於
て
、
政
府
は
、
こ
の
公
債
義
行
に
よ
っ
て
得
た
る
預
金
を
以
て
支
掛
に
充
て
る
ゆ
こ
の
場
合
に
政

府
は
、

一
銭
も
現
金
を
以
て
支
梯
ふ
の
で
は
な
い
。
組
て
小
切
手
ぞ
以
て
支
榔
ふ
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
支
抑

ひ
を
受
〈
る
も
の
は
、
直
接
政
府
に
劃
し
て
物
品
を
納
入
し
た
る
も
の
、
若
し
〈
は
、
政
府
事
業
の
請
負
を
な
し



た
る
志
の
で
、
ぞ
れ
ら
は
多
〈
は
企
業
曾
枇
で
あ
る
つ
昭
和
七
年
度
及
び
八
年
度
に
於
げ
る
新
規
公
債
は
、
主
と

し
て
匡
救
事
業
及
び
国
防
事
業
の
允
め
の
歳
入
補
填
の
目
的
を
以
て
後
行
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
支
携

を
受
〈
る
色
の
は
、
こ
れ
ら
の
事
業
を
な
す
企
業
で
あ
る
。

今
、
政
府
と
直
接
取
引
を
な
す
企
業
を
、
般
に
第
一
衣
企
業
正
名
付
く
る
な
ら
ば
、
政
府
の
小
切
手
を
以
て
な

す
支
擁
は
.
こ
の
第
一
夫
企
業
に
劃
し
て
な
さ
れ
る
志
の
で
あ
る
。
こ
の
第
一
夫
企
業
が
受
取
つ
わ
ん
政
府
小
明
手

は
直
ち
に
、
そ
の
取
引
銀
行
に
預
入
れ
ら
れ
る
。
そ
れ
は
市
中
銀
行
の
預
金
増
加
と
な
る
。
そ
し
て
、
こ
の
預
入

eg
費

w
rる
市
中
銀
行
は
、
手
形
交
換
所
を
通
じ
て
日
本
銀
行
に
提
示
寸
る
。
こ
の
'
と
き
に
.
手
形
交
換
高
の
増

加
と
は
つ
七
現
は
れ
ぷ
。
そ
し
て
、
若
し
E
の
市
中
銀
桁
が
日
北
朝
帆
桁
よ
り
諜
て
貸
出
を

.EUτ
配
れ
る
な
ら
ば
、

そ
の
減
少
'
と
な
り
、
貸
出
を
受
け
て
居
な
け
れ
ば
‘
日
本
銀
行
に
於
け
る
そ
の
銀
行
の
預
金
が
増
加
す
る
。
い
づ

れ
の
場
合
に
於
て
る
、
前
に
公
債
の
引
受
け
に
よ
っ
て
増
加
し
た
る
日
本
銀
行
に
於
け
る
政
府
預
金
は
、
こ
の
小

切
手
金
額
だ
け
減
少
す
る
。
卸
ち
、
政
府
預
金
が
民
間
預
金
に
振
替
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

第
三
段
は
、
政
府
よ
り
支
拐
ひ
を
受
け
た
る
第
一
衣
企
業
炉
、
そ
の
政
府
へ
納
入
し
た
物
品
、
若
し
く
は
政
府

の
た
め
に
請
負
ひ
た
る
事
業
に
要
し
た
る
材
料
原
料
そ
の
他
の
物
品

ω買
入
先
た
る
第
二
次
企
業
に
罰
す
る
支
椀

ひ
で
あ
る
。
こ
の
支
掛
は
、
現
賓
の
場
合
に
は
、
第
一
次
企
業
が
資
力
豊
な
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
政
府
よ
り

支
抑
を
受
〈
る
以
前
に
於
て
障
に
な
さ
れ
て
居
る
こ
と
も
あ
ら
う
。
併
し
、
そ
の
企
業
が
.
有
色
同
一
の
事
業
を

樺
寵
す
る
も
の
な
る
限
り
、
政
府
よ

b
小
切
手
を
以
て
受
領
し
た
る
代
債
は
、
更
に
そ
の
事
業
に
要
す
石
物
資
の

我
が
園
現
在
白
f

y
ア
レ

I

U
ヨ

y
白
一
特
質

第
三
十
七
巻

占

ノ、

第

披

~ 

ノ、



我
が
国
現
在
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン

D
特
質

第
三
十
七
巻

四

第
一
蹴

四

買
入
れ
の
た
め
ぷ
、
第
二
次
企
業
に
劃
す
る
支
掛
に
充
て
ら
れ
る
ら
の
で
あ
る
。

こ
の
場
合
に
於
て
も
、
第
一
次
企
業
は
、
第
二
夫
企
業
に
封
し
小
切
手
を
以
て
支
梯
ふ
の
で
あ
る
。
そ
の
小
切

手
は
、
第
二
夫
企
業
が
、
こ
れ
を
直
ち
に
そ
の
取
引
銀
行
に
預
入
れ
る
。
そ
の
銀
行
が
偶
1
第
一
吹
企
業
の
取
引

銀
行
と
同
一
で
あ
る
な
ら
ば
、
軍
に
そ
の
銀
行
に
於
け
る
営
座
口
の
振
替
に
よ
っ
て
決
樺
せ
ら
れ
、
第
一
次
企
業

の
預
金
が
減
少
し
て
、
第
二
究
企
業
の
預
金
が
そ
れ

rけ
増
加
す
る
。

併
し
、
第
一
次
金
業
と
第
二
次
公
業
と
が
収
引
制
「
付
金
具
に
す
る
場
合
に
ほ
、

を
ひ
ト
刀
手
立
子
日

vt契
-I'p-

a
l
-
-
/
』
噛
一
〉
h

-
斗

J
トワ

J
A寸

HUμ
人

J

通
じ
て
決
梼
せ
ら
れ
る
。
そ
う
し
て
、
多
〈
の
場
合
に
於
て
は
、
取
引
銀
れ
を
異
に
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の

企
業
聞
の
支
掛
は
、
手
形
交
換
高
の
増
加
と
な
っ
て
現
は
れ
る
。
併
し
、
と
の
場
合
に
於
て
は
、
甲
銀
行
の
預
金

が
誠
少
し
て
、
乙
銀
行
の
預
金
が
増
加
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
市
中
銀
行
会
般
と
し
て
は
、
預
金
に
増
減
が
な
い
。

に
Y
、
営
座
預
金
の
口
座
振
替
の
増
加
が
あ
る
ば
か
り
で
あ
る
。

一
つ
の
第
一
究
企
業
は
、
多
〈
の
第
二
次
企
業
と
取
引
閥
係
を
も
ち
、

第
三
失
企
業
と
取
引
開
係
を
も
っ
。
第
三
次
企
業
、
第
四
次
企
業
以
下
同
じ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
聞
の

支
掛
決
構
開
係
は
、
い
づ
れ
も
、
第
一
衣
企
業
と
第
二
衣
企
業
と
の
そ
れ
L
」
会
〈
同
一
で
あ
っ
て
、
主
と
し
て
小

切
手
を
以
て
行
は
れ
、
営
座
口
の
振
替
と
な
る
。

一
つ
の
第
二
究
企
業
は
、
ま
た
多
〈
の

第
四
段
は
、
俸
給
、
勢
賃
の
支
掛
で
あ
る
。
い
づ
れ
の
企
業
も
、
買
入
取
引
の
闘
係
め
る
企
業
に
歯
し
て
支
掛

を
な
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
共
に
、
そ
の
雇
傭
す
る
役
員
、
事
務
員
、
勢
働
者
に
劃
し
て
俸
給
勢
賃
の
支
梯
を
せ
ね
ば



や
K 

A 

" " ど

な
ら
ぬ
。
こ
の
支
梯
は
小
切
手
を
以
て
す
る
の
で
は
な
〈
、
現
金
を
以
て
す
る
の
で
あ
る
。
剖
ち
、
い
づ
れ
の
企

業
も
政
府
若
し
く
は
貰
込
先
た
る
企
業
よ
り
受
取
り
た
る
小
切
手
は
、
こ
れ
e

伊
二
膳
自
己
の
預
金
と
す
る
け
れ
ど

色
、
こ
の
預
金
は
、
買
入
先
た
る
企
業
に
劃
し
て
は
.
前
越
の
如
〈
、
小
切
手
を
以
て
支
梯
ひ
、
役
員
、
事
務

員
、
融
労
働
者
に
封
し
で
は
、
現
金
を
以
で
そ
れ
を
引
出
し
て
俸
給
努
賃
の
支
拐
に
充
て
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
故
に
、
こ
の
俸
給
一
労
賃
の
支
撫
は
、
市
中
銀
行
の
手
持
現
金
、
郎
ち
謂
は
ゆ
る
金
銀
在
高
の
滅
少
と
な
る
。

銀
行
は
、
常
に
、

一
方
に
於
て
、
現
金
を
以
て
す
る
預
金
の
引
出
が
め
れ
ば
、
地
方
に
於
て
は
、
ま
た
現
金
を
以

ー
す
る
預
金
の
預
入
が
め
る
の
で
め
る
。
今
、
俸
給
勢
賃
の
た
め
に
現
金
伝
以
て
預
金
が
引
出
き
れ
で
も
、
手
持

現
金
川
d
t

必
宇
し
も
楢
潤
的
に
械
・
少
す
る

b
の
と
は
限
ら
な
円
。
こ
の
挑
ん
明
、
体
紛
都
賀
L
」
し
て
受
取
り
た
る
現
金

は
、
役
員
、
事
務
員
、
勢
働
者
建
に
よ
り
、
主
と
し
て
彼
等
の
生
活
費
'
と
し
て
、
小
責
商
人
に
支
梯
は
れ
石
。
小

車
両
人
は
、
そ
の
現
金
を
以
て
、
直
ち
に
、
商
品
仕
入
の
た
め
卸
貰
商
人
に
支
挽
ひ
を
な
す
か
、
然
ら

eさ
れ
ば
一
腰

自
己
の
預
金
と
す
る
。
卸
責
商
人
は
小
貫
商
人
よ
り
受
取
り
た
る
現
金
を
、
大
抵
直
ち
に
銀
行
に
預
け
入
れ
る
。

故
に
、
市
中
銀
行
全
般
と
し
て
之
を
見
れ
ば
、

る
の
で
あ
る
。
故
に
、
市
中
銀
行
会
般
と
レ
て
は
、
こ
の
場
合
、
必
宇
し
も
、
手
持
現
金
の
減
少
と
は
な
ら
な
い
。

併
し
な
が
ら
、
政
府
の
新
規
事
業
の
た
め
に
支
携
は
る
旨
色
の
に
3

中
.
失
第
に
、
俸
給
勢
賃
の
占
な
る
割
合
が

大
と
な
る
と
き
は
、
政
府
事
業
閥
係
企
業
が
、
そ
の
俸
給
勢
賃
の
た
め
に
銀
行
よ
り
引
出
す
現
金
の
高
色
大
き
く
な

る
と
共
に
、
日
常
生
活
品
若
し
く
は
養
津
品
に
謝
す
る
需
要
を
増
加
す
る
こ
と
〉
な
り
、
小
買
物
債
が
漸
騰
し
者

一
方
に
現
金
の
擁
出
を
な
す
と
共
に
他
方
に
は
そ
の
受
入
れ
を
す

我
が
回
現
在
自
イ
ン
フ
レ

I
U
ヨ
ン
の
特
質

第
三
十
七
巻

六
五

第

披

大
豆



我
が
圃
現
在
の
イ
ン
フ
レ

1
u
v
ヨ

y
白
一
特
質

第
=
7
T
七
巻

穴
六

第
一
旗

大
大

し
く
は
暴
騰
し
て
、
小
買
取
引
の
支
梯
決
構
に
要
す
る
現
金
量
が
大
ど
な
り
、
銀
行
の
手
持
現
金
を
漸
誠
す
る
こ

と
〉
な
る
。
そ
の
減
少
の
額
が
、
預
金
支
梯
の
準
備
に
必
要
と
す
る
額
を
割
る
に
至
れ
ば
、
市
中
銀
行
は
、
日
本

銀
行
に
劃
し
、
自
己
の
預
金
を
現
金
を
以
て
支
携
は
れ
ん
こ
と
を
求
む
る
か
、
若
し
預
金
な
き
と
き
は
、
現
金
を
以

て
す
る
貸
出
を
求
ー
な
る
こ
と
し
〉
な
る
。
こ
の
場
合
に
於
て
、
日
本
銀
行
が
現
金
と
し
て
抑
出
す
所
の
も
の
は
銀
行

券
で
あ
品
。
批
に
、
こ
の
と
さ
に
一
企
っ
て
初
め
て
、
政
府
の
前
に
殺
行
し
に
る
公
債
炉
、
銀
桁
券
の
畿
析
と
な
っ

τ、
世
司
こ
守
ナ
3
見
註
量
生
そ
膨
ら
惨
f
J
Y
9
3
F
7
;
円
ゆ
る
。

引

E
F
I
P
E
4
B
p
u

，ェル
J
J
3

・1
4
B
3
1
ζ
"
n
H
H川
A
L
B
-

‘，
L
t〈
、

7

4

:
こ
、
・
1

J

:

E

こ
ヨ
f
、
J
1
7
コ
B-，
〕

vff主

3
c
p
i
:
口
1
〈

b
r
、
t
司ゴ
4
4
二
{
σ
h
足
利
E
O
同
品
川
川
川

は
、
現
金
通
貨
の
膨
脹
で
は
な
〈
、
預
金
の
膨
脹
及
び
小
切
手
若
し
く
は
手
形
支
携
の
膨
脹
で
あ
っ
て
、
謂
は
ゆ

る
預
金
通
貨
若
し
く
は
潜
在
通
貨
の
膨
脹
で
め
る
。

我
が
圃
の
イ
ン
ア

v
l
ジ
ヨ
ン
は
、
今
日
、
向
ほ
、
預
金
通
貨
膨
脹
の
域
を
股
し
な
い
。

五

こ
れ
を
従
来
の
一
程
過
に
徴
す
る
に
、
昭
和
七
年
十
一
月
二
十
五
日
と
八
年
一
月
二
十
一
日
と
に
は
各
1
二
億
固

の
公
債
が
後
行
せ
ら
れ
、
三
月
三
十
日
に
は
三
億
一
千
五
百
高
固
が
義
行
せ
ら
れ
、
ま
た
、
七
年
十
二
月
廿
一
日

に
は
一
一
億
固
の
大
藤
省
謹
券
が
緩
行
せ
ら
れ
、
い
づ
れ
も
日
本
銀
行
の
引
受
け
と
な
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ

ら
の
日
若
し
く
は
そ
の
後
最
近
の
日
の
同
行
週
報
に
見
は
れ
た
る
公
債
所
有
高
は
、
略
ぽ
そ
れ
に
該
営
す
る
亡
け

の
増
加
を
示
す
左
共
に
、
政
府
営
座
預
金
も
亦
増
加
し
て
居
る
。
そ
し
て
、
政
府
預
金
は
聴
て
、
政
府
の
支
梯
ひ

に
よ
り
漸
減
し
、
そ
の
反
曹
に
一
般
預
金
は
一
時
漸
増
し
て
居
る
。
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回』，、

日

本

銀

行

炉

、

手

持

公

債

の

責

却

ゐ

行

じ

た

額

は

、

凡

ぞ

四

億

九

千
宙
開
固
に
遣
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
買
入
先
は
主
に
市
中
銀
打
で
あ
る
。
そ
し
て
、
銀
行
は
、
近
来
一
般
に
預

金
培
、
貸
出
減
の
傾
向
に
あ
る
た
め
、
自
然
そ
の
放
資
口
を
会
債
に
求
む
る
こ
と
う
な
り
、
四
月
末
現
在
に
於
て

は
、
内
国
債
の
宇
品
川
は
、
銀
行
の
保
有
す
る
所
と
な
っ
た
。
印
ち
五
月
二
十
三
日
愛
表
に
よ
る
全
幽
銀
行
主
要
勘

定
に
よ
れ
ば
、
銀
行
の
同
債
保
有
高
は
、
大
藤
省
謹
券
、
米
穀
謹
券
を
こ
れ
に
合
め
て
、
一
二
十
億
二
千
五
百
三
十

六
高
三
千
閣
と
な
り
、
昨
年
同
期
よ
り
八
億
九
千
八
百
正
十
寓
六
千
閲
を
激
増
し
て
居
る
。
四
月
末
日
の
同
僚
現

在
高
は
大
臓
省
謹
券
、
米
穀
譜
券
の
二
億
二
千
高
岡
を
加
へ
て
、
組
額
六
ト
億
七
十
二
高
闘
で
あ
る
か
ら
、
銀
行

の
闘
償
保
有
高
は
玉

C
・
一
二
%
と
な
り
、
字
分
以
上
に
遣
し
た
罪
で
あ
る
。
今
こ
れ
に
、
預
金
部
、
信
託
舎
枇
、

生
命
保
険
曾
祉
な
ど
の
保
有
高
を
加
ふ
れ
ば
、
四
十
三
億
八
千
七
百
五
十
五
高
七
千
固
と
な
り
、
総
額
の
七
三
・

一
，
%
を
占
む
る
こ
と
う
な
る
。
郎
ち
、
前
年
同
期
と
封
比
し
て
、
そ
の
内
需
を
示
せ
ば
次
の
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〈
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る
。
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八

年
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一一四五

日
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行
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回
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五
昔
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=
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一
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八
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四
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人
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一
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一
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一
一
九
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回
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五
日
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一
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玉
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一
品
、
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一
一
五

三
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一
一
言
五

一
一
一
円
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一
三
五

園

債

会
圃
貯
蓄
銀
行
有
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詮
券
・
預
ケ
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現
金
保
有
高

社
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E
占
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、
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五
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占

外
国
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E
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一
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九
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Z
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六
九
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口
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七
ニ
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口
一
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主
一
品
、
ニ
一
八
六

月

日
古
田
一
よ
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一
一
九

七
六
回
、
六
五
五

也
八
』
司
、
{
)
口
一

月月

七

五
昔
、
一
九
九

六
一
、
五
五
ニ

六
(
〕
、
ニ
一
三
(

Z旬

、
プミ

さ
一
、
六
一
交

六
九
、
一
回
七

早
ニ
ヨ
一
、
五
(
〕
屯

三
ニ
ニ
、
A
A
一

吾
吉
、
人
一
五

さ
T
A
、
九
一
回

Z
Z
口
、
七
二
R
A

Z
Z
ュ
、
八
口
(
〕

ν
1
シ
ョ
ン
を
可
能
な
ら
し
む
る
も
の
は
、

回
品
、
四
=
一
占

四
五
、
一
屯
ニ

四
三
、
一
五
ニ

回
=
一
、
吾
首

回
=
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、
也
九
回

阜
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千
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債
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一
一
一
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、
九
二
一

一一、ノ、
一
一
回
、
入
六
八

一ニ
E
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手
会
一

大

蔵

省

調

査

百十

預

ケ

金

エ
八
日
唱
、
一
一
四
五

ニ
八
九
、
九
回
一
品

ニ
九
八
、
一
品
盟
主

Z
口
(
〕
、
ニ
吉
一

置
き
回
、
六
日
主
一

現

金

八
回
、
世
間

hm

A
回
、
人
口
一

U
川
、
一
任
一
コ

指
品
、
D
A
A

ん
一
、
九
回
=
一

人
口
、
一
一
也

入
口
、
八
王
王

八
一
、
[
)
一
言

八
一
、
九
旦
ニ

一
、
〔
)
エ
(
〕
、
九
八
一

一、

E
一一品、六

4
2

一
、
一
耳
b
.
A
Z
A
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一
、
一
八
八
、
Z
A
昔

一
、
ニ
ロ
{
〕
、
問
白
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一
、
ニ
一
園
、
一
回
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一
、
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克
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一
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八
八
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一
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九
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一
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九
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A
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一
八
二
五
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一
宮
一
、
入
八
回

、
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三
〔
)
、
八
八
{
〕

=
回
、
=
=
一

一
白
、
九
八
七

選
責
の
増
加
と
低
金
利
の
傾
向
と
で
あ
る
。

昨

年
以
来
遊
資
の
増
加
は
、

政
府
の
イ
ン
フ
レ

1
ジ
ヨ
ン
政
策
に
よ
っ
て
生
じ
た
る
預
金
通
貨
の
膨
脹
が
印
ち
そ
れ

で
あ
る
。
今
、

全
国
銀
行
の
預
金
は
究
の
却
〈
に
増
加
し
つ
〉
あ
る
に
拘
は
ら
や
貸
出
は
む
し
ろ
漸
減
し
、

遊
資

我
が
圃
現
在
自
イ

y
フ

ν
1
u
v
ヨ
y

o
特
質

第

三

十

七

巻

七

第
一
時
現
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我
が
園
現
在
四
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
白
一
特
質

漸
増
の
傾
向
を
盆
3
大
な
ら
し
め
つ
う
あ
る
。
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我
が
園
現
在
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
特
質

第
三
十
七
巻

七
四

第
一
就

七
四

七
高
五
千
固
で
、
前
月
に
比
し
一
一
億
四
千
六
百
九
十
四
高
五
千
固
培
、
前
年
同
期
に
比
し
買
に
七
億
九
百
七
十
二

高
二
千
固
の
激
増
と
な
り
、
既
往
に
於
け
る
最
高
記
録
と
な
り
、
貸
出
組
計
は
四
十
九
億
三
千
一
百
八
十
二
高
三

千
固
で
前
月
に
比
し
六
千
七
百
八
十
五
室
内
九
千
固
滅
、
前
年
同
期
に
比
べ
て
二
億
九
千
三
百
四
十
六
高
二
千
固
の

減
少
と
な
り
、
大
正
十
二
年
一
月
末
以
来
の
最
少
記
錬
を
作
っ
た
。
然
る
に
有
債
讃
券
保
有
高
は
三
十
四
億
四
千

六
百
五
十
七
高
七
千
回
2
な
り
、

h
Hリ

tr司
H
e哨
品
川

I

噌
'
い
U

ノ
、

」目
4
E
H
茸
月
十
t
p
i
'
L

五
億
二
千
四
百
七
十
ゴ
一
高
六
「
回
の
増
加
と
な
っ
て
居

3
0
そ
し
℃
預
金
の
貸
出
高
に
針
寸
る
制
嶋
崎
地
は
、
買
に
十
三
億
二
日
十
五
高
二
千
聞
で
あ
る
。

八

金
利
低
落
の
傾
向
は
、
遊
賓
の
増
加
に
よ
っ
て
営
然
惹
き
起
き
る
b

の
み
な
ら
争
、
日
本
銀
行
の
割
引
率
の
三

回
の
引
下
げ
と
、
郵
便
貯
金
の
三
歩
へ
の
引
下
げ
に
よ
っ
て
促
進
せ
ら
れ
、
衣
の
如
き
有
様
を
示
し
て
居
る
。

金
日
銀
最
低
日
歩

手々

定

期

預

金

ム
ノ、
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{
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一
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回
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短
期
金
利
が
右
の
割
引
歩
合
及
び

2
1
Y
レ

1
ト
の
一
不
す
如
く
、
低
下
の
傾
向
に
あ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
長

月

ク

4伊

一・回口

一. 
"" Cコ

期
金
利
郎
ら
、
新
規
畿
行
世
債
の
利
廻
り
も
大
に
低
下
の
傾
向
を
示
し
て
居
る
。
即
ち
昭
和
七
年
三
月
に
東
武
蟻

Z亘

， 

一ニ-口一ニ一口一二一ロマ一五一・一五一・一口

主Z

道
が
接
行
し
た
る
枇
債
は
、
期
限
一
ヶ
年
と
い
ふ
枇
債
と
し
て
甚
だ
稀
な
も
の
で
、
而
も
そ
の
利
率
は
年
七
分
、

額
面
接
行
主
い
ふ
高
率
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
八
年
二
月
そ
れ
を
借
替
を
な
し
た
る

E
き
に
は
、
期
限
は
五
ヶ
年

月

七

Cコ
Cコ

一一-"ー・.・.
Cコ Cコー--
o cココ Cコ
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に
改
め
ら
れ
、
利
率
も
五
分
五
厘
額
面
賛
行
と
な
っ
て
居
る
ω

そ
の
他
の
一
枇
債
に
つ
い
て
見
る
も
義
行
保
件
は
失

月

タ

? 

八九

月
十

月

十
一
月

十
二
月

一一・司ロ

月

'"事

タ
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E
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入
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タ

タ

の
如
〈
良
好
と
な
っ
て
居
る
。
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特
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七
五

第
一
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七
五
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五
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櫓
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分
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六

磐
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灰
七

アアアアアア

ニ

ヶ

年

六

分

五

五
ヶ
年
(
櫓
保
付
)
六
分
五

日

月

越

六

分

清

粉

六

分

富

士
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六

分

帯
住
a

-
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車

「

J

，
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f

鍍

泉

六
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樺

工

五

分

牟

東
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六

分
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五

分

牟

東

京

六

分

建

物

白
木
屋
六
分
半

人

肥

六

分

石

川

島

六

分

ア

月月

預
金
通
貨
の
増
加
に
よ
る
遊
資
の
増
加
と
、
低
金
利
と
の
事
情
の
下
に
、

七
ノ、

分分分

ノ、パ九
七
回

-J、九
八
回
き

パ

ア
。
、
ァ

J
 九

八
庖

ノJご，、pご，，/'， ..Jご Jご J、

第

披

七
大

ア

ーヒ
分

三
ヶ
年

五

ヶ

年

六

・

八

O
凶

三
ヶ
年
(
捨
保
付
)

五
ヶ
年

五
ヶ
年

ア

七
分

ア

六
分

六
二
千
九
五

六
分

五
ヶ
年
{
機
保
仲
}
穴
分

五
ヶ
年
(
措
保
付
}
穴
・
五
三
一
白

コ
一
年
(
慨
保
付
)

J

八
分

五

ヶ

年

五

分

五

五

ヶ

年

六

分

五

ヶ

年

五

分

五

五

ヶ

年

六

分

五
ヶ
年
(
婚
保
付
)
六
・
五

五
ヶ
年
(
櫓
保
付
)
六
分

五
ヶ
年
-
槍
保
付
}
大
分

アアアアアアア

日
本
銀
行
は
オ
ペ
レ

l
シ
ヨ
シ
の
可

能
な
る
扶
態
に
あ
る
の
で
あ
る
が
、

ぞ
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、

預
金
通
貨
も
相
営
に
、

日
本
銀
行
に
吸

牧
せ
ら
れ
る
と
共
に
、
現
金
通
貨
卸
ち
銀
行
券
に
至
つ
て
は
、

少
〈
正
も
今
日
ま
で
は
、
略
ぽ
完
全
に
調
節
せ
ら



れ
て
、
大
抵
十
億
固
を
上
下
す
る
の
程
度
に
保
た
れ
て
居
る
こ
と
は
、

前
掲
日
本
銀
行
の
管
業
週
報
の
示
す
が
如

〈
で
め
る
。

そ
れ
故
に
、

か
〉
る
情
勢
の
下
に
於
て
、
我
が
園
の
物
債
は
、
預
金
通
貨
を
以
て
支
梯
は
る
h

・
も
の
、
換
言
す

れ
ば
小
切
手
を
以
て
支
梯
の
決
構
せ
ら
る
う
商
品
の
代
償
は
、

そ
の
騰
貴
比
鞭
的
大
き
い
け
れ

E
色、

現
金
を
以

て
決
掛
せ
ら
る
〉
商
品
の
代
慣
は
、

そ
の
騰
貴
が
未

r若
し
く
は
な
い
。
郎
ち
失
表
に
示
す
が
如
〈
で
あ
る
。

昭
和
七
年
六
月
二
十

H

(
金
輸
出
再
禁
止
後
白
最
低
)

昭

和

八

年

一

月

七

日

(
金
輸
出
碍
禁
止
後
の
最
高
〉

八
年
五
周
二
十
日
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dw
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内
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品
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貿
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商
四
回
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六
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商
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一
一
回
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輸

蕗
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(

一

ん

品
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服

地
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六
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被
服
地
原
料
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品
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建
築
材
料
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九
回
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金
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類

(

大

品

)

工

業
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類

(

四

品
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工

業
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類
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七

品
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三
了
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こ
れ
を
要
す
る
に
、
我
が
圃
現
時
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、

向
ほ
預
金
通
貨
の
膨
脹
を
惹
き
起
し
た
る
程
度

で
あ
っ
て
、
金
轍
出
禁
止
に
よ
る
矯
替
の
暴
落
の
た
め
、
轍
入
商
品
、
轍
出
商
品
の
物
債
を
騰
貴
せ
し
め
た
の
と
、

小
切
手
伝
以
て
文
榔
の
決
消
せ
ら
ぷ
冶
商
品
、
特
に
医
救
事
業
及
び
国
防
の
た
め
政
府
の
需
要
す
る
商
品
の
債
格

を
騰
貴
せ
し
め

γ

た
位
の
こ
と
に
止
ま
り
、
生
活
費
d
g
騰
貴
せ
し
む
石
程
度
は
甚
打
略
微
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

日
本

銀
行
の
オ
ペ

V
1
ジ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、
現
金
通
貨
の
膨
脹
が
抑
制
せ
ら
れ
て
居
る
か
ら
で
あ
る
。

然
ら
ば
、
日
本
銀
行
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
如
何
な
る
限
度
ま
で
可
能
で
あ
る
か
?

そ
れ
は
、
銀
行
の
保
有
す
る
遊
責
の
程
度
に
於
て
で
あ
り
、
そ
の
遊
資
は
、
主
と
し
て
、
舎
世
若
し
く
は
、
個

人
が
、
事
業
利
益
ま
七
は
投
資
利
益

t
し
て
獲
得
し
た
が
更
に
之
を
自
ら
費
本
と
し
て
活
用
す
る
の
注
を
見
出
さ

Y
る
賛
金
の
額
で
あ
る
。
そ
し
て
、
か
く
の
如
き
は
、
昨
年
以
来
主
と
し
て
貿
易
に
よ
る
利
盆
と
し
て
得
ら
れ
、

ま
た
政
府
事
業
の
註
文
若
し
く
は
請
負
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
崎
潤
来
・
も
か
、
〉
る
利
盆
の
存
績
す

る
限
り
、
オ
ペ

v
l
シ
ヨ
シ
も
有
致
に
働
く
こ
と
を
得
る
も
の
で
め
る
。
そ
の
詳
細
に
歪
つ
て
は
、

白
壷
き
た
れ
ば
、
失
の
機
舎
に
於
て
こ
れ
を
論
や
る
こ
と
〉
す
る
。
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